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浜
名
湖
鉄
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1
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12
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3

8

9

13

21

19
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15

1617

18

22

2023
24

31

32

25

30

28

26

29

27

33

37

35

34

36

すこやかこども園 公立 認定こども園
さかがわ幼稚園 公立 幼稚園
三笠幼稚園 公立 幼稚園
掛川こども園  認定こども園
こども広場あんり  認定こども園
桜木こどもの森  認定こども園
子育てセンターとものもり  認定こども園
子育てセンターひだまり  認定こども園
子育てセンターさやのもり  認定こども園
智光こども園  認定こども園
掛川中央幼保園  認定こども園（幼稚園型）
くるみ幼稚園  認定こども園（幼稚園型）
掛川聖マリア保育園  保育園
葛ヶ丘保育園  保育園
かけがわのぞみ保育園  保育園
すずかけっこ保育園  保育園
掛川あそび保育園  保育園
きらきら保育園  保育園
みなみさいごうのぞみ保育園  保育園
モコ掛川保育園 保育園
千羽すぴか保育園 保育園

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

小さなお家ぽっぽ保育園  小規模保育事業所
モコ宮脇保育園  小規模保育事業所
きらきら保育園（分園）  小規模保育事業所
きよさき保育園  小規模保育事業所
桜木こどものへや  小規模保育事業所
掛川みなみ園  小規模保育事業所
そがのぞみ保育園  小規模保育事業所
あんり小規模保育園  小規模保育事業所
トットハウス掛川駅南  小規模保育事業所
トットハウス掛川やよい町  小規模保育事業所
保育所きぼう掛川上西郷園 小規模保育事業所
カンガルーム掛川  企業主導型保育事業施設
アトリエアンサンブル保育園  企業主導型保育事業施設
かけがわ竹の子保育園  企業主導型保育事業施設
かがやきのもり  企業主導型保育事業施設
ことり保育園  事業所内保育所

22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37

三笠幼稚園

保育所きぼう
掛川上西郷園

掛川中央幼保園 葛ヶ丘保育園

すこやかこども園
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■施設毎の再配置計画⼀覧表
原野⾕中学校区 桜が丘中学校区 ⻄中学校区 北中学校区 東中学校区 栄川中学校区 城東中学校区 ⼤浜中学校区 ⼤須賀中学校区

⼈⼝ 5,148⼈ 1,980世帯
施設 11施設 延床20,003㎡

⼈⼝ 14,310⼈ 5,644世帯
施設 12施設 延床24,867㎡

⼈⼝ 22,934⼈ 10,372世帯
施設 31施設 延床71,251㎡

⼈⼝ 18,517⼈ 7,424世帯
施設 23施設 延床44,169㎡

⼈⼝ 21,673⼈ 9,122世帯
施設 35施設 延床62,495㎡

⼈⼝ 4,097⼈ 1,555世帯
施設 14施設 延床18,816㎡

⼈⼝ 7,696⼈ 2,876世帯
施設 13施設 延床22,003㎡

⼈⼝ 10,946⼈ 4,350世帯
施設 25施設 延床54,969㎡

⼈⼝ 10,240⼈ 4,098世帯
施設 30施設 延床44,295㎡

本庁舎・南館の統合
⽀所の複合化

消防施設は継続（⻑寿命
化）

板沢、環境保全センターは廃
⽌、それ以外は継続（⻑寿命

化）

居住誘導区域内に統合

規模の⾒直し、統合

利⽤状況と利⽤圏域を
勘案しながら統合

⺠間利活⽤及び経営改善

利⽤状況と利⽤圏域を
勘案しながら統合

適正規模に統合

統合、複合化及び⺠営化

機能を勘案し統合、複合化

学校再編に伴い
⼩・中学校へ複合化

学校再編により統廃合

学校再編に伴い
⼩・中学校へ複合化

こども園は継続（⻑寿命
化）、幼稚園は⼦どもの⼈⼝
推移等を勘案しながら、⺠間

譲渡・統合・廃⽌

原則⺠営化

機能を勘案し統合、
⺠間利活⽤

機能は維持しながら
原則⺠営化

譲渡等により
処分・利活⽤を図る

学校給⾷センター

⽤途別
⽅向性

掛川市　　　⼈⼝ 115,561⼈　47,421世帯　　施設 194施設　延床⾯積 362,869㎡　　※世帯・⼈⼝数は令和5年9⽉末現在・その他は令和5年4⽉1⽇現在

庁舎施設

消防・防災施設

環境・衛⽣施設

住宅施設

⽂化ホール

社会教育施設

⽂化施設

スポーツ施設

レクリエーション施設

商業・産業施設

駐⾞場施設

余剰施設

⼦育て⽀援施設

保健・医療・
福祉施設

公⺠館
地域学習センター等

⼩中学校

学童保育所

幼稚園、こども園

⽊造
掛川城御殿

⽊造
⽵の丸

⽊造
⽇坂宿

⽊造
清⽔邸本宅

Ⅳ期 統合を検討 Ⅱ期 複合化を検討

Ⅰ期 廃止

Ⅰ期 解体

Ⅴ期 統合を検討

Ⅳ期 統合を検討

Ⅲ期

廃止を検討

Ⅱ期 複合化を検討

Ⅰ期 統合

を検討

Ⅱ期 複合化を検討

Ⅲ期 廃止を検討

Ⅲ期 減築を検討

Ⅲ期 複合化等を

含め検討

Ⅲ期 廃止を検討

Ⅱ期 廃止を検討

Ⅰ期 統合を検討

Ⅰ期 リニューアル整備中

Ⅱ期 複合化を検討Ⅱ期 複合化を検討

Ⅰ期 譲渡を検討

Ⅱ期 譲渡・解体を検討 Ⅰ期 譲渡を検討

Ⅰ期 廃止を検討Ⅳ期 廃止を検討

Ⅰ期 方向性を検討

Ⅰ期 譲渡を検討

Ⅲ期 他施設と

の複合化を

検討

Ⅳ期 統合を検討Ⅰ期 譲渡を検討

⽊造
扇屋

凡例２︓検討時期
検討時期

Ⅲ期:2039〜2048

Ⅳ期:2049〜2058

Ⅰ期:2019〜2028

Ⅱ期:2029〜2038

Ⅴ期:2059〜2068

Ⅲ期 統合を検討

Ⅰ期 減築を検討

Ⅲ期 複合化を検討

Ⅲ期 複合化を検討

Ⅲ期 複合化を検討

凡例１︓施設名

構造

構造

構造

構造

構造

※施設に複数棟ある場合、「築年数」欄は
各棟ごとの⾯積による加重平均値を表⽰

築年数
施設名

耐⽤年数到来時期

Ⅰ期:2019〜2028

施設名 Ⅱ期:2029〜2038築年数

施設名 Ⅴ期:2059〜2068

施設名 Ⅲ期:2039〜2048

施設名 Ⅳ期:2049〜2058

築年数

築年数

築年数

Ⅰ期 統合を検討

RC
市役所本庁舎

築27年

ｃ

鉄⾻
市役所南館

築18年 RC
⼤東⽀所

築33年 RC
⼤須賀⽀所

築27年

RC
宮脇第２団地

築33年
RC
原川団地

築30年

RC
和⽥団地

築46年

RC
吉岡団地

築45年 RC
⼤池第３団地

築43年

RC
⼤池第５団地

築38年

RC
⼤池第４団地

築42年

RC
⼤池第６団地

築37年

ｃ

RC
原⾕第２団地

築16年

ｃ

RC
千浜⻄団地

築18年

RC
沢上団地

築38年 RC
暦団地

築33年

RC
仁藤団地(住環境整備ﾓﾃﾞﾙ)

築33年

RC
⼗九⾸団地(再開発住宅)

築42年

RC
三俣団地

築49年

RC
東部ふくしあ

築46年RC
中部ふくしあ

築29年 RC
南部⼤東ふくしあ

築34年

ｃ

鉄⾻
⻄部ふくしあ

築15年

ｃ

RC
南部⼤須賀ふくしあ

築15年

RC
つくし会館

築36年 鉄⾻
総合研修ホール（体育館）

築42年
RC

睦三会館
築37年

RC
千浜会館

築53年RC
浜野会館

築51年

鉄⾻
上内⽥にこにこひろば

築43年鉄⾻
倉真パンダひろば

築43年鉄⾻
つくしなかよし広場

築46年

RC
「あいりーな」

築51年
鉄⾻
⻄郷ふくし館

築38年鉄⾻
原⽥ふくし館

築37年

鉄⾻
和⽥岡ふくし館

築44年

⽊造
⾼齢者いきいきセンター

築23年

RC
養護⽼⼈ﾎー ﾑ「ききょう荘」

築43年
RC

⽼⼈福祉センター⼭王荘

築45年

RC
⼤須賀⽼⼈福祉センター

築36年

RC
徳育保健センター

築30年 RC
⼤東保健センター

築37年

RC
児童交流館

築64年 RC
⼤東児童館

築37年
RC

⼤須賀児童館
築36年

RC
東⼭⼝⼩学童保育所

築41年

ｃ

鉄⾻
⻄⼭⼝⼩学童保育所

築19年

鉄⾻
上内⽥⼩学童保育所

築43年
RC

城北⼩学童保育所A
築49年 鉄⾻

城北⼩学童保育所B
築35年

⽊造
第⼀⼩学童保育所

築14年⽊造
第⼆⼩学童保育所

築18年

鉄⾻
第⼆⼩(つくし)学童保育所

築46年

ｃ

鉄⾻
中央⼩学童保育所

築21年

鉄⾻
曽我⼩学童保育所

築29年

鉄⾻
和⽥岡地区学童保育所

築31年RC
原⾕⼩学童保育所

築51年 鉄⾻
原⽥学童保育所

築39年

ｃ

鉄⾻
⻄郷⼩学童保育所

築20年 鉄⾻
倉真地区学童保育所

築43年
ｃ

鉄⾻
⼟⽅⼩学童保育所

築21年 ⽊造
佐束⼩学童保育所

築15年 RC
⼤坂⼩学童保育所

築51年 RC
⼤渕⼩学童保育所

築46年RC
千浜⼩学童保育所

築58年 鉄⾻
ほほえみ学童保育所

築42年

RC
⽇坂⼩学校

築43年RC
東⼭⼝⼩学校

築41年
RC

⻄⼭⼝⼩学校
築49年

RC
上内⽥⼩学校

築40年
RC
城北⼩学校

築44年

RC
第⼆⼩学校

築35年

ｃ

RC
中央⼩学校

築16年

RC
曽我⼩学校

築48年

RC
桜⽊⼩学校

築39年RC
和⽥岡⼩学校

築39年RC
原⾕⼩学校

築44年RC
原⽥⼩学校

築42年

RC
⻄郷⼩学校

築41年 RC
倉真⼩学校

築40年

RC
⼟⽅⼩学校

築48年 RC
佐束⼩学校

築40年

RC
中⼩学校

築39年

RC
⼤坂⼩学校

築40年 RC
千浜⼩学校

築40年 RC
⼤渕⼩学校

築46年

RC
栄川中学校

築39年
RC
東中学校

築42年RC
⻄中学校

築39年RC
桜が丘中学校

築34年RC
原野⾕中学校

築41年
RC
北中学校

築24年
RC
城東中学校

築44年 RC
⼤浜中学校

築41年
ｃ

RC
⼤須賀中学校

築21年

⽊造
東⼭センター

築30年

鉄⾻
⽇坂センター

築41年鉄⾻
東⼭⼝センター

築40年

鉄⾻
⻄⼭⼝センター

築40年

鉄⾻
上内⽥センター

築38年 鉄⾻
南郷センター

築13年

鉄⾻
第⼀⼩センター

築36年鉄⾻
中央⼩センター

築41年

ｃ

鉄⾻
⻄南郷センター

築18年

鉄⾻
掛川第五センター

築38年

鉄⾻
曽我センター

築36年

鉄⾻
粟本センター

築39年RC
城北センター

築48年

鉄⾻
⻄郷センター

築35年

⽊造
原泉センター

築40年

鉄⾻
倉真センター

築34年
鉄⾻
桜⽊センター

築39年鉄⾻
和⽥岡センター

築38年鉄⾻
原⾕センター

築38年 鉄⾻
原⽥センター

築41年

RC
さくら咲く学校

築48年

RC
⽣涯学習センター

築40年鉄⾻
美感ホール

築32年 RC
⽂化会館シオーネ

築25年

RC
⼤東市⺠交流センター

築34年
ｃ

RC
⼤須賀市⺠交流センター

築15年

ｃ

RC
中央図書館

築22年 ｃ

RC
⼤東図書館

築16年 鉄⾻
⼤須賀図書館

築32年
RC
⼆の丸美術館

築25年⽊造
ステンドグラス美術館

築7年

⽊造
掛川城天守閣

築28年

⽊造
⼆の丸茶室

築21年
RC

埋蔵⽂化財センター
築39年⽊造

⼭﨑家住宅（松ヶ岡）

RC
吉岡彌⽣記念館

築25年

⽊造
湧⽔亭（清⽔邸庭園）

築31年

⽊造
⼤須賀歴史⺠俗資料館

築30年

ｃ

RC
総合体育館「さんりーな」

築19年
鉄⾻

南体育館「し〜すぽ」
築9年ｃ

鉄⾻
「ゆうゆうパーク」

築22年鉄⾻
いこいの広場

築27年 RC
安養寺運動公園

築32年
RC

⼤東総合運動場
築31年

鉄⾻
⼤東北運動場

築33年

RC
⼤須賀運動場

築44年

⽊造
明ヶ島キャンプ場

築38年

鉄⾻
掛川海洋センター

築41年

ｃ

鉄⾻
「たまりーな」

築16年

RC
⼤東海洋センター

築36年

RC
⼤東北公⺠館

築45年

RC
⼤須賀中央公⺠館

築42年

RC
⼤須賀海洋センタープール

築37年

ｃ

鉄⾻
給⾷⽂化苑こうようの丘

築20年

ｃ

鉄⾻
みなみ学校給⾷センター

築22年鉄⾻
さかがわ学校給⾷センター

築5年

鉄⾻
掛川⼤⼿⾨駐⾞場

築29年

⽊造
掛川駅南駐⾞駐輪場管理棟

築34年
鉄⾻

掛川駅北第１⾃転⾞等駐⾞場

築34年 鉄⾻
掛川駅北第２⾃転⾞等駐⾞場

築34年
鉄⾻
掛川駅南⾃転⾞等駐⾞場

築34年

RC
板沢最終処分場

築35年
RC

新井最終処分場
築26年鉄⾻

環境保全センター
築28年RC

⽣物循環パビリオン
築29年

RC
中央消防署

築7年

ｃ

鉄⾻
南消防署

築18年鉄⾻
中央消防署⻄分署

築32年

RC
千浜農村環境改善センター

築43年

RC
産業交流プラザ

築25年

鉄⾻
⼭崎農村環境改善センター

築39年鉄⾻
⼤渕農村環境改善センター

築29年

ｃ

鉄⾻
とうもんの⾥総合案内所

築16年 RC
プラザ⼤須賀

築34年

ｃ

鉄⾻
道の駅掛川

築18年

鉄⾻
「こだわりっぱ」

築29年RC
勤労者福祉会館

築35年

⽊造
さかがわ幼稚園

築11年
ｃ

鉄⾻
すこやかこども園

築20年

Ⅰ期 統合・複合化を検討 Ⅰ期 統合・複合化を検討Ⅰ期 統合・複合化を検討 Ⅱ期 統合・複合化を検討Ⅱ期 統合・複合化を検討 Ⅲ期 統合・複合化を検討

Ⅰ期 譲渡を含め検討

Ⅳ期 統合・複合化を検討Ⅲ期 統合・複合化を検討Ⅲ期 統合・複合化を検討

Ⅰ期 原谷小へ統合

Ⅰ期 統合を検討
Ⅰ期 統合を検討

Ⅰ期 統合を

検討

Ⅱ期 統合を検討

Ⅳ期 統合を検討

Ⅱ期 統合を検討

Ⅱ期 処分場の残容量

により新施設検討

Ⅰ期 廃止を検討

鉄⾻
旧⼤須賀学校給⾷センター

築33年

鉄⾻
旧横須賀幼稚園

築43年 鉄⾻
旧⼤渕幼稚園

築44年
鉄⾻
旧中幼稚園

築37年

鉄⾻
旧佐束幼稚園

築37年

鉄⾻
旧⼟⽅幼稚園

築44年

Ⅰ期 移転を

含め検討

Ⅴ期 統合を検討

Ⅱ期 減築を検討

Ⅱ期

廃止を検討

鉄⾻
旧睦浜幼稚園

築40年

Ⅱ期 統合を検討Ⅲ期 統合を検討

Ⅰ期 複合化等

を含め検討

Ⅰ期 防災倉庫

として活用

RC
教育センター

築34年

Ⅰ期 譲渡を含め検討

Ⅲ期 複合化等を

含め検討

鉄⾻
おひさまテラス

築24年

RC
第⼀⼩学校

築48年
RC

横須賀⼩学校
築39年

譲渡済 譲渡済

⽊造
ならここの湯

築20年⽊造
ならここの⾥キャンプ場

築33年

譲渡済

⽊造
三笠幼稚園

築13年

⽊造
粟ヶ岳世界農業遺産茶草場テラス

築3年

3
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2023年～

R5.3.27

学校再編
スケジュール

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

2028年～ 2033年～ 2043年～

2029 58

単 原 田 小 学 校 1980 2029

2053年～
開校時点
における
既存校舎
経年数

校舎
建設年

開校予
定年

城
東
学
園

単 土 方 小 学 校

　　　　　2030（令和12）年度～
　　　　　城東学園小中一貫校

1963

原
野
谷
学
園

原 谷 小 学 校

2029（令和11）年度～
原野谷学園小中一貫校

1971

単 佐 束 小 学 校 1979

2030 67

単 中 小 学 校 1981 2030 49

49

原 野 谷 中 学 校 1961 2029 68

2030 51

城 東 中 学 校 1974 2030 56

掛
東
学
園

西 山 口 小 学 校

2033（令和15）年度～
掛東学園小中一貫校

1966 2033 67

第 一 小 学 校 1963 2033 70

単 上 内 田 小 学 校 1976 2033 57

東 中 学 校 1969 2033 64

単 東 山 口 小 学 校 1981

栄
川
学
園

単 日 坂 小 学 校

Ⅱ期①
栄川学園小中一貫校

1978

栄 川 中 学 校 1978

桜 が 丘 中 学 校 1980

桜
が
丘
学
園

桜 木 小 学 校

Ⅱ期②
桜が丘学園小中一貫校

1980

単 和 田 岡 小 学 校 1979

大
浜
学
園

大 坂 小 学 校

　　　　　　　　　　　　　Ⅱ期③
　　　　　　　　　　大浜学園小中一貫校

1972

単 千 浜 小 学 校 1964

大 浜 中 学 校 1980

中 央 小 学 校 2017

西 中 学 校 1968

冀
北
学
園

城 北 小 学 校 1974

単

掛
西
学
園

曽 我 小 学 校 1970

第 二 小 学 校 1977

若
つ
つ
じ
学
園

横 須 賀 小 学 校 1974

単

倉 真 小 学 校 1981

西 郷 小 学 校 1979

大 須 賀 中 学 校 2002

北 中 学 校 1998

＊児童数が100人切れになる４年前から統合に向けた協議をスタートすることを予定しています。この表で統合を予定していない学校であっても、今後の状況の変化によって統合の協議を行う場合があります。

＊年数については、おおよその目安です。検討の状況によって開校年次が変わる可能性があります。　＊　　は、全学年単学級の学校。 (令和５年度時点)

大 渕 小 学 校 1973

2023（令和５）年度～

原野谷学園統合･再編に向けた
検討会をスタート

2024（令和６）年度～

城東学園統合･再編に向けた
検討会をスタート

2025（令和７）年度～

掛東学園再編に向けた
検討会をスタート

Ⅲ期①

掛西学園小中一貫校

※中央小については校舎が新しいことから

2070年代後半までは学校として活用する。

2023（令和５）年度～

日坂小の統合に向けた
検討会をスタート

2025（令和７）年度～

倉真小の統合に向けた
検討会をスタート

Ⅲ期②

冀北学園小中一貫校

※北中については校舎が新しいことから

2050年代後半までは学校として活用する。

Ⅲ期③

若つつじ学園小中一貫校

※大須賀中については校舎が新しいことから

2060年代前半までは学校として活用する。

統合

2025年度複式発生

統合

2029年度複式発生

2025年度複式発生

2025年度児童数100人切れ

統合

単

＊土方小・佐束小

児童数100人切
2040～

＊和田岡小

児童数100人切
2040～

＊千浜小

児童数100人切
2050～

2029年度児童数100人切れ

2029年度児童数100人切れ

統合

2025（令和７）年度～

大渕小の統合に向けた
検討会をスタート

- 22 -4４

Administrator
テキストボックス
参考資料４

Administrator
テキストボックス
倉真小の統合に向けた検討会は
2026（令和８）年度からスタート
となる見込み
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子どもにとって望ましい集団活動ができる規模について 

 

１ 幼稚園教育のねらい 

幼児期は、生活の中で自発的・ 主体的に環境とかかわりながら直接的・ 具体的な体験を通して、生き

る力の基礎となる心情、意欲、態度などを身に付けていく時期である。 

学校教育法において、幼稚園における教育は、発達の側面から、心身の健康に関する領域、人とのか

かわりに関する領域、身近な環境とのかかわりに関する領域、言葉の獲得に関する領域、感性と表現に

関する領域の５つの領域として示され目標を達成するように行われるものとされている。 

 

人とのかかわりに関する領域「人間関係」の目標 

集団生活を通じて、喜んでこれに参加する態度を養うとともに家庭や身近な人への信頼感を深め、自

主、自律及び協同の精神並びに規範意識の芽生えを養うこと。（学校教育法第２３条第２号） 

 

○幼稚園教育要領（平成３０年度施行）文部科学省中央説明会資料より 

 

〈序章〉幼児期の特性と幼稚園教育の役割・～２．幼稚園の生活～  

幼稚園において、幼児は多数の同年代の幼児とかかわり、気持ちを伝え合い、ときには協力して活動

に取り組むなどの多様な体験をする。 

そのような体験をする過程で、幼児は他の幼児と支え合って生活する楽しさを味わいながら、主体性

や社会的態度を身に付けていくのである。 

特に近年、家庭や地域において幼児が兄弟姉妹や近隣の幼児とかかわる機会が減少していることを踏

まえると、幼稚園において、同年齢や異年齢の幼児同士が相互にかかわり合い、生活することの意義は

大きい。 

（中略） 

こうして、幼児は様々な人間関係の調整の仕方について体験的な学びを重ねていくのである。 

 

〈第２章〉人とのかかわりに関する領域「人間関係」に係るねらい  

（１）幼稚園生活を楽しみ、自分の力で行動することの充実感を味わう。 

（２）身近な人と親しみ、関わりを深め、工夫したり、協力したりして一緒に活動する楽しさを味わい、

愛情や信頼感をもつ。 

（３）社会生活における望ましい習慣や態度を身に付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一 定 の 集 団 規 模 が 必 要 

参考資料５ 
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２ 一定の集団規模の考え方 

（１）国の考え方 

①幼稚園設置基準（文部科学省令） 

○１学級の幼児数   35人以下を原則とする。（第３条）※年齢に応じた学級編制の基準の規定なし。 

○幼稚園設置基準は幼稚園を設置するのに必要な最低の基準を示すものであるから、幼稚園の設

置者は、幼稚園の水準の向上を図ることに努めなければならない。（第２条） 

②平成・23・年度文部科学省委託「幼児集団の形成過程と協同性の育ちに関する研究」 

（平成・24・年・3・月・社団法人全国幼児教育研究協会）出典：文部科学省ホームページ「社団法人全国幼児教育研究協会研究概要」 

○実地調査及び意識調査からの考察 

一人一人の幼児への個別の対応が求められる「個に応じた援助」を行い、集団の形成過程を

大切にし、「協同性の育ち」を培うためには、１学級に、３歳児でも20人前後、４ ５歳児は

21人以上30人くらいの集団が適切だと考えられていると言うことができる。 

○教員が望む１学級の幼児数 

３歳児は基本的な生活習慣を個々に身に付けることがまず優先される。 

４ ５歳児は友達関係が徐々に広がり、集団を形成して生活ができるようになっていく。 

３歳児は20人以下、４ ５歳児は20人以上、中でも５歳児は25人以上が望ましい。 

  ※【参考】配置基準（職員１人が担当する子どもの人数）･･･３歳児・15人、４ ５歳児・25人 

（２）掛川市における公立幼稚園の考え方 

①公立幼稚園の規模別に見る教育 保育活動及び園運営の効果と課題 

 効  果 課  題 

園児数が 

少人数の 

場合 

○子どもや保護者一人ひとりに丁寧に関わる

ことができる。 

○教員が園児の発達や動きを的確に把握する

ことができる。 

○子どもの状況に応じて、その日の保育活動

が柔軟に対応できる。 

○集団における様々な体験や、多くの友だち

と関わる体験の機会が限られる。（人間関係

の固定化） 

○子どもの主体的な遊びだけでなく、教員発

信の保育となる時もある。 

○リレーやドッジボール等２チームに分かれ

て対決する遊びは難しい。 

上記以外 

の園 

○みんなで関わり合うことが増え、刺激しあ

い、学び合う機会も増える。 

○複数のグループの編制ができ、力関係が固

定化せず共に育ち合う関係作りができる。 

○複数の教員で子どもを見ることができ、

様々な角度から子どもに対して支援すること

ができる。保護者からの相談等に複数の教員

が応じることができ、対応の幅が広がる。 

○安全管理に配慮する範囲が広くなる。 

○一人ひとりと関わる時間が少なくなること

がある。 

○タイミングよく声かけ出来にくくなること

がある。 

②掛川市が考える望ましい集団活動ができる規模 

幼稚園教育で人とかかわる力を育むにあたり、集団による遊びの楽しさを味わうことや、同年代

の友だちとのかかわりの中で、主体性や社会的態度を身につけていくことが大切である。 

近年、地域等で幼児同士がかかわる機会が減少していることを踏まえると、幼稚園において、一

定規模の集団の中での遊びや互いに切磋琢磨するなど、友だちとの様々な体験を重ねる中で育まれ

る協同性や規範意識、向上心の芽生えなど、生きる力の基礎を培うことの意義は大きいと考える。 

また、きめ細かな教育 保育を提供するとともに、一定規模の集団を形成し、子どもが相互に影

響しあい、一人ひとりの子が発達にそった必要な経験が得られる環境を整えることも必要である。 

そこで、本市では、幼稚園教育の望ましい集団規模について、国の設置基準（１学級あたり３５

人以下）や他市が設定している適正規模や考え方を踏まえるとともに、本市の実践上の効果を考慮

し、年齢による違いはあるが、１学級あたりの適正規模として、ある程度の人数がいることが望ま

しいと考える。 
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「幼児期の子どもの発達や学び」を「学校教育」へつなぐ

① 健康な心と体
② 自立心
③ 協同性
④ 道徳性・規範意識の芽生え
⑤ 社会生活との関わり
⑥ 思考力の芽生え
⑦ 自然との関わり・生命尊重
⑧ 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚
⑨ 言葉による伝え合い
⑩ 豊かな感性と表現

幼児教育 学校教育
幼稚園・保育園・認定こども園等

幼児期の学びについて

知識を教えられて身に付けていく時期ではありません。遊び
を中心として、頭も心も体も動かして、主体的に様々な対象と
関わりながら、総合的に学んでいきます。遊びを通して思考を
めぐらし、想像力を発揮し、また、友達と共有したり協力したり
して育っていきます。

幼児期の遊びには
豊かな学びがある

遊び=学び

幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿（１０の姿）

アプローチカリキュラム スタートカリキュラム

かけがわ型 育ちと学びのジョイントブック

生活科を中心とした
合科的・関連的な指導を充実させる

入学当初、遊びを通して育まれてきた幼児期の学びや育ちを生
かし、個の発達に応じた合科的・関連的な指導をすることによって、
子どもが自信や意欲をもって活動し、よりよく成長していくことがで
きます。

合科的な指導とは？
生活科を中心とした複数の教

科の目標や内容を組み合わせて
学習活動を展開することで、指
導の効果を高めます。

関連的な指導とは？
互いの学習成果（生活科と他
教科）を学習に生かすことで、
身に付いた力が確かなものにな
ります。

参考資料６
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幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿

（
幼
稚
園
教
育
要
領
等
よ
り
）

①健康な心と体 ②自立心 ③協同性 ④道徳性・規範意識の芽生え ⑤社会生活との関わり

園生活の中で、充実感をもって
自分のやりたいことに向かって心と
体を十分に働かせ、見通しをもって
行動し、自ら健康で安全な生活を
つくり出すようになる。

身近な環境に主体的に関わり
様々な活動を楽しむ中で、しなけれ
ばならないことを自覚し、自分の力
で行うために考えたり、工夫したり
しながら、諦めずにやり遂げること
で達成感を味わい、自信をもって行
動するようになる。

友達と関わる中で、互いの思いや考
えなどを共有し、共通の目的の実現に
向けて、考えたり、工夫したり、協力し
たりし、充実感をもってやり遂げるよう
になる。

友達と様々な体験を重ねる中で、
してよいことや悪いことが分かり、
自分の行動を振り返ったり、友達の
気持ちに共感したりし、相手の立場
に立って行動するようになる。また、
きまりを守る必要性が分かり、自分
の気持ちを調整し、友達と折り合い
を付けながら、きまりをつくったり、
守ったりするようになる。

家族を大切にしようとする気持ちを
もつとともに、地域の身近な人と触れ
合う中で、人との様々な関わり方に気
付き、相手の気持ちを考えて関わり、
自分が役に立つ喜びを感じ、地域に
親しみをもつようになる。また、園内外
の様々な環境に関わる中で、遊びや生
活に必要な情報を取り入れ、情報に
基づき判断したり、情報を伝え合った
り、活用したりするなど、情報を役立て
ながら活動するようになるとともに、公
共の施設を大切に利用するなどして、
社会とのつながりなどを意識するよう
になる。

⑥思考力の芽生え ⑦自然との関わり・生命尊重 ⑧数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 ⑨言葉による伝え合い ⑩豊かな感性と表現

身近な事象に積極的に関わる
中で、物の性質や仕組みなどを感
じ取ったり、気付いたりし、考えたり、
予想したり、工夫したりするなど、多
様な関わりを楽しむようになる。ま
た、友達の様々な考えに触れる中
で、自分と異なる考えがあることに
気付き、自ら判断したり、考え直し
たりするなど、新しい考えを生み出
す喜びを味わいながら、自分の考
えをよりよいものにするようになる。

自然に触れて感動する体験を通
して、自然の変化などを感じ取り、
好奇心や探究心をもって考え言葉
などで表現しながら、身近な事象へ
の関心が高まるとともに、自然への
愛情や畏敬の念をもつようになる。
また、身近な動植物に心を動かされ
る中で、生命の不思議さや尊さに
気付き、身近な動植物への接し方
を考え、命あるものとしていたわり、
大切にする気持ちをもって関わるよ
うになる。

遊びや生活の中で、数量や図形、標
識や文字などに親しむ体験を重ねた
り、標識や文字の役割に気付いたりし、
自らの必要感に基づきこれらを活用し、
興味や関心、感覚をもつようになる。

保育者や友達と心を通わせる中
で、絵本や物語などに親しみなが
ら、豊かな言葉や表現を身に付け、
経験したことや考えたことなどを言
葉で伝えたり、相手の話を注意して
聞いたりし、言葉による伝え合いを
楽しむようになる。

心を動かす出来事などに触れ感性
を働かせる中で、様々な素材の特徴や
表現の仕方などに気付き、感じたこと
や考えたことを自分で表現したり、友
達同士で表現する過程を楽しんだりし、
表現する喜びを味わい、意欲をもつよ
うになる。

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）」

暑そうだから、
水筒も持って
いこう。

帽子を
かぶって
いこうね。

これは、ぼくが
片付けるね。

何回も倒れたけど
今度こそ！

トンネル掘って
いかない？

今度はぼくに
貸して。

でも・・・
さっき貸してくれ
たんだった。
今度は・・・

畑で教えてく
れた先生だね。

こんにちは。

もっと、とろとろに
したいね。 じゃあ、水を

もっと入れ
てみよう。

そうっと
さわってあげて。

ぼくもさわって
いい？

そうだ！
あの本で見た
文字を・・・ 本当だね。この

雲の上って泡
みたいにふわ
ふわかな。

この前やった
泡遊びみたい
じゃない？

ちょうちょうが飛んで
いるみたいに、ふわふ
わした感じで・・・

いいね。こっち
から掘るね。

【「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（１０の姿）についての考え方】
☆到達目標ではなく、１項目ずつ取り出して指導したり、評価したりするものではない。
☆それぞれの時期にふさわしい遊びや生活を積み重ねることにより、見られる姿である。

「１０の姿」を念頭に置いて、一人一人の発達に必要な体験が得られるような状況を
つくったり、遊びの中で育っているか、必要な援助は何かを考え支援を行ったりするこ
とが大切です。

え～！
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保護者アンケートの概要

①送付者、回答者、回収率

歳児 送付者 回答者 回収率

２歳児 61人 29人 47.54% （令和４年４月２日～令和５年４月１日生まれ、令和７年度の２歳児）

１歳児 55人 20人 36.36% （令和５年４月２日～令和６年４月１日生まれ、令和７年度の１歳児）

０歳児 33人 18人 54.54% （令和６年４月２日以降生まれ、令和７年度の０歳児）

合計 149人 67人 44.97%

※歳児は令和７年度の歳児

②現在の就園状況等（回答者の内訳）

就園

している

就園

していない

７年度中の

就園希望

２歳児 29人 19人 5人 5人

１歳児 20人 6人 10人 4人

０歳児 18人 2人 7人 9人

合計 67人 27人 22人 18人

※すでに就園している27人と７年度中就園を希望する18人は保育ニーズと考えられる（67.2％）

③３歳児になった時の就園希望等（回答者の内訳）

三笠

幼稚園

掛川中央

幼保園

現在通園

している園

それ以外の

保育施設
未定 無回答

２歳児 29人 5人 4人 13人 6人 1人 0人 11人

１歳児 20人 4人 4人 4人 4人 4人 0人 11人

０歳児 18人 1人 3人 2人 7人 5人 0人 2人

合計 67人 10人 11人 19人 17人 10人 0人 24人

④保育希望時間（③で三笠幼稚園と回答した人の内訳）

8:30～

14:00

8:30～

17:00

7:15～

18:00

２歳児 5人 2人 3人 0人

１歳児 4人 2人 2人 0人

０歳児 1人 0人 0人 1人

合計 10人 4人 5人 1人

⑤１クラスの園児数（③で三笠幼稚園と回答した人の内訳）

何人でも

構わない
5～７人 8～10人 11～14人 15～20人 その他

２歳児 5人 1人 0人 1人 3人 0人 0人

１歳児 4人 0人 2人 1人 1人 0人 0人

０歳児 1人 0人 0人 0人 0人 0人 1人

合計 10人 1人 2人 2人 4人 0人 1人

割合 10.0% 20.0% 20.0% 40.0% 0.0% 10.0%

　ニーズを把握するため、令和６年12月から令和７年１月にかけて、西郷地区・倉真地区・原泉地区にお住いで、令和４

年４月２日以降に生まれたお子さんの保護者を対象にアンケート調査を実施しました。

歳児 回答者

１クラスの望ましいと考える園児数

【参考】

対象者で

割り返した場合

歳児 回答者

保育希望時間の内訳

歳児 回答者

就園状況

歳児 回答者

３歳児になった時の就園希望
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⑥公立幼稚園の今後の在り方についての自由意見

保育園と同じような預かり時間、年齢にすれば利用者も増えると思う。

三笠幼稚園の立地が北寄りすぎて、職場から遠いのがネックです。

また、長期休暇の期間だと必ず8時30分からの保育になるのが厳しいです。

本当は公立幼稚園を希望したいのですが、今の働く世代の現実に見合った運営でないと利用したくてもできないのが

実情です。

共働きや多様な働き方を行政として推めるのであれば幼稚園、保育園、認定こども園の保育時間や入園要件をもっと

自由にするべきであると思う。

公立幼稚園の今後の在り方を考える?少子化対策ができていない、のでは？

少子化対策ができていれば、よい気がします。

存続してほしいですが、利用者がいないと厳しいですよね。

廃案も致し方ない時代かもしれません。

が、少子化対策について、掛川市には、本腰入れて対応してもらいたいです。

袋井市の対応がいいと、袋井市在住のママ友が言っていましたよ。

どうぞ、よろしくお願いします。

三笠幼稚園の利用も検討しましたが、長期休暇中の利用開始時間では仕事に間に合わず断念しました。市の中心部か

らやや遠いので、利用する人も徐々に減っていってしまうのかなと思いました。

今は感染症も流行っており、今後もしばらく流行は続くと思っているため、大人数定員の保育園・幼稚園等はなるべ

く避ける方向で検討しています。少子化で定員が割れていても、先生の目が届き、園児が伸び伸びと過ごせる幼稚園

であれは魅力的に感じます。

場所によっては親の有給使用日には子供も保育園を休みにしなければならないところがあると聞きました。自分はま

だ育休中で情報が全然ないのですが、そうなった場合は困るかもと思いました。

幼稚園は3歳から、帰りが早い、長期休みが長いというイメージがあります。共働きである以上、保育料が高くても、

17時以降まで預かっていただける保育園を選ぶしか選択肢がありません。

基本8:30-14:00という利用時間は市民ニーズに合っていない。

私は県外から仕事の関係で暮らしている。掛川は学童保育の質や（地域で大きくバラツキがある）、小中高の教育レ

ベルが低いと職場で話題となり心配している。他地区では、学童保育の質を高めて移住を増やしているので未来戦略

として大切では？

また今後は、統合し廃校となった小学校の活用した学童保育の充実や、今後縮小する小中高との合同化など幼稚園の

今後だけではない、既存の枠組みや考え方にとらわれない形も検討が必要だと考える。

なくなってしまうのは寂しいと思う。なんらかの形で残してほしい。

幼稚園の利用を希望する人が全員入れる、かつ、どの自宅からも通いやすいように配置を希望する。

幼稚園に入園希望です。子ども一人ひとりをみて、遊びの中で生きる力を育てていってほしいと思ってますが、入り

たいと思う園が近くにありません。

物価等の上昇で両親ともフルタイムで共働きしないとやっていけないのに、預かり時間が短く、預かり開始年齢も遅

いので、幼稚園に通わせられない。ネット情報だと、保育園より教育に力を入れていると聞いたが、掛川市内の幼稚

園で、保育園よりも明らかに教育に力を入れているという話を聞いたことがなく、幼稚園に通わせるメリットを感じ

ない。

共働きの家庭が多いため、こども園にし預けられる時間に幅があるといいのかなと思います。職員の人数の関係もあ

るため、受け入れ人数を減らすなど対応していくとよいと思います。
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保育園にした方がいいと思う

公立の幼稚園に限定するのではなく、幼保園やこども園にした方が入園児を確保できるのではないかと思います。し

かし、もしも子どもに発達の不安があった場合、公立幼稚園の方が受け入れてくれるのでは、と思っているので、未

就学児の受け入れ先が私立のみになるのは不安があります。

施設の維持費も今後高くなっていくことが予想されるので、ニーズが少ないのであれば閉園しても良いと思う。保育

士自体の需要は高いので、閉園してもその分人材が必要なところで確保されやすくなるのではないか。

どんどん幼保園、こども園に変更して行った方が良いと思います。幼稚園利用だけでは生活のニーズに合わない。会

社が年中無休で夕方遅くまで仕事がある為、上の子の時も家からは遠くなりますが土曜保育、延長保育可能な保育園

利用ができる施設に入園させました。

両親フルワークで働いてる家族に優しくない

基本的には17:00まで仕事が大半の為預かり保育も18:00～18:30ぐらいまで伸ばさない限りは幼稚園の入園者は増えな

いと思う。

土日祝でも利用できる児童館みたいな施設。

三笠幼稚園に入園して、預かり保育も利用したいと考えております。

少人数の場合では子供達と寄り添いしっかりと先生方も向き合ってもらえ、子供も安心して通えると思います。

集団での遊びは小学校に入ってからでも出来ると思うので、幼稚園の間は好きな遊びをのびのびとするというのも子

供の成長には良い事だと感じています。

保育園を増やして欲しい

保育園にした方がいいと思う

30代夫婦です。共に昔を思い返すと幼稚園デビューでした。夫は母親が専業主婦、私は親は共働きでしたが祖母が同

居していました。この環境があったから通園できたのだと思います。核家族の子育てにおいて、想いと現実の生活が

比例しないなぁと感じることが多いです。内心は母親「なるべく子どもといっしょに過ごしたい」、父親は「早くか

ら社会に出て慣れることも大事」でわが家は意見が1人目のときも2人目のときも同じ平行線です。1才で兄を預けるこ

とを決定した理由は仕事を3歳になるまで休むことが難しかったということです。また、当時どんどん成長していく子

を母として3歳まで世話ができるのか？子どもに教えてあげられることが少なく、何かと偏りそうだと不安に感じたの

もあります。実際預けてよかったのは、家で偏食しても給食では食べてくれること、いろんな音楽を覚えてくるこ

と、人との関わりがたくさんあること、何よりも相談できる先生たちがいて第三者からの声をきけるので参考になる

ことも多く育児へのプレッシャーが和らぎました。核家族としては実母や義母よりも園のスタッフさんのが距離が近

いです。兄を1才から預けたので、下の子もなるべく同じ期間を過ごしたいですが、仕事の状況次第では早まることは

ありそうで預けるタイミングをいまだに悩んでます。基本的には園探し活動や転園は親と子どもの負担も多いため長

く過ごせる可能性が高い中央幼保園を希望しています。三笠さんは自然豊かな環境でどろんこ遊びもあったりして魅

力的な幼稚園だと聞いてます。入れたいなぁと考えたこともありました。無くなるのはさみしいので幼稚園ではある

ものの、0歳～2才の預かり、せめて少しの人数でも一時預かり対応...と受け入れの年齢幅が広がってくれたら利用し

やすいなと感じます。管理側の安全面や人材確保など大変さはよくわかりますけどね。。

（幼稚園としての維持ができなくなった場合、城北ホールのような感じだと正直少し寂しいです。三笠さんは特にひ

らかれた自然あふれる素敵な場所なので、いっそ遊べて飲食...など乳幼児親子でリフレッシュできる場に変身できない

か検討して欲しいです。民間団体としてでも委託事業としても良いので近所のうちのカフェがチカラになれるなら運

営を手伝いたいくらいです。）親の環境サポート次第で2人目、3人目の出産を考えると思います。最近産んだのでわ

かりますが出生率は年収が全てではないと思います。中高生になればお金はかかりますが、乳幼児のころは、おさが

りやフリマを活用すれば上の子の物があるのでそれほどかかりません。欲を言えば市から定期的なオムツサービス、

少し大きくなったらお米のサービスがあるとありがたいですね、、、
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やはりお金が必要なので仕事するしかない。1年のみのハローワークからのお金で幼稚園の3歳からしか入れないのは3

歳までは待てないのが現実。0歳から幼稚園も入れるのであればぜひ入園も検討したいと思う。

公立か公立でないかは正直なところ利用者にはあまりかわらないかもしれません。

しかし、幼稚園と保育園だと利用できる人に差があるため幼稚園としての存在はあまり需要がないのではないかと思

う。そのため幼稚園ではなく保育園もしくは幼保や子ども園への移行をしてほしいと思う。

現在育休中で、4月から職場復帰して子を保育園に預けるつもりですが、家から最寄りの三笠幼稚園には保育園の機能

は無いため、別の所への入園させる予定です。最寄りの三笠幼稚園が保育園の機能があれば、通わせたいです。幼稚

園を、保育園か認定子ども園の形に変えて欲しいです。近所に小さい子が結構いる印象なのに、保育園が近くに無い

のが不便に感じます。

保育士.幼稚園教諭不足の問題もあるので難しいかもしれないが、1.2歳児の受け入れ枠があり、14時以降も預かり保育

などがあれば自宅から近いので入園を考えていたかもしれない。

育休から仕事復帰する立場からすると、3歳から入園させる事は難しく、14時以降も働いているので幼保園のような形

での運営であるととても助かると思う。

共働きでの幼稚園利用は難しいと考えています。

認定こども園が増えると通える園の候補も増えて良いと思います。

就学時に学区内で認定こども園があると子供同士安心して通学出来ると思います。

公立幼稚園を公立保育園にすれば、地域に根付いた保育園として需要やメリットがあるのではないか。
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